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社会福祉法人  福井県社会福祉協議会

会 長   小　藤　幸　男新年のご挨拶
明けましておめでとうございます。
本会事業ならびに本県の地域福祉の推進に、多大なご理解とご支援を賜り厚くお礼申し上げます。
昨年、「ふくい外国人介護職員支援センター」の開所３年目にして、ようやくタイ人技能実習生合計14名の入国
を果たすことができました。未だ新型コロナウイルスの影響が続く中、受入れ先の各介護施設では感染予防に細
心の注意を払いながら技能実習生の指導にあたっていただいていることに、心から感謝いたします。
また、昨年は、勝山市や南越前町で豪雨の被害がありました。大規模な自然災害が頻発する中、ご高齢の方

や障がいのある方はもとより、すべての方の暮らしを支える防災や減災の対策は地域の重要な課題になっています。
こうした課題に対し、支え合いの仕組みづくりを通じて地域の福祉力をいかに高めていくかが重要になります。
一方で、感染拡大防止と社会経済活動との両立を目指している状況の中、生活苦を抱える方も多くいらっしゃい
ます。
本会といたしましても、皆様と連携しながらさまざまな生活課題に直面する人びとへの支援を途切れることなく続
け、中期活動計画「第５次ふくい地域福祉プラン21」に基づき、「誰もが　身近な地域で　その人らしく安心し
て暮らせる　福祉社会の実現」に向けて取り組んで参りますので、一層のご支援・ご協力を賜りますようお願い申
し上げます。

9P ◆ソウェルクラブ
10P ◆しせつの損害補償



社協トピックス 社協トピックス T O P I C S

福祉の魅力を発信！
「福幸チャレンジ　　　」

ふっこう

20222022
◆県立大学生による「チャレンジ」広報活動
福祉業界の「コロナ禍でも福祉を止めない」取組み（＝チャレンジ）をもとに、学生が自ら取材し、学生ならで
はの視点で企画を立て、福祉の魅力を県民に広く発信します。
この事業に取り組んでいる学生は、看護福祉学部社会福祉学科の坂口昌宏准教授のゼミ２年生９人。
学生の皆さんは、４つの福祉現場に分かれ、それぞれの取り組みを取材していますが、取材を通して、さまざまな
活動に対するイメージの変化も感じているようです。

　本会では、学生による取材や広報の取り組み
と状況をまとめ、福祉の魅力を発信する動画を
制作し、動画共有サイトにて配信する予定です。
　詳しくは、本会のホームページ等からご確認
ください。

本会では、福井県立大学と連携して、学生が自ら福祉
の現場を取材し、福祉の魅力を発信する「福幸チャレ
ンジ2022」に取り組んでいます。

　　　　　　　堅苦しく、自由が制
限されているイメージがあった。また、
地域とのつながりは少ないのかなと
思っていた。

BEFORE

　　　　　　　想像以上に利
用者の自由な時間があって、
“楽しむこと”を大切にして
おり、施設内外のつながりが
強く感じられた。利用者や職
員が相互に主体となって生活
していると思った。

AFTER

障害者支援施設  希望園 民生委員児童委員　岩本悦信氏
　　　　　　　これまでの自分の民生委員さんとの
関わりは、登下校時に横断歩道で挨拶する程度で、
地域の住民に知られていたり、住民と密接な関わり
を持っていたりするイメージはあまりなかった。

BEFORE

　　　　　　　想像していた活動は
一部にすぎず、子どもたちの日々の
様子から変化を見ていたり、住民の
ニーズを市役所などに繋いだり、様々
な活動をしていることがわかった。民生委員のおかげで安心し
て生活できている人もいて、民生委員の活躍をより多くの人々
に知って欲しいと思った。

AFTER

福井県ろうあ協会　濱田かおり氏
　　　　　　　手話ができない私たちが聴覚障がいの方とコ
ミュニケーションがとれるかどうか不安で、近寄りがたいイ
メージがあった。

BEFORE

　　　　　　　手話通訳者
を通してコミュニケーショ
ンをとることができ、表情
や身振り手振りで簡単なや
りとりができたことが良
かった。身近に感じられた。

AFTER

　　　　　　　災害ボランティアセ
ンターは、災害が起きた時に立ち上が
り、町の復旧のためボランティアの募
集や管理を行っているところというイ
メージだった。

BEFORE

　　　　　　　ボランティアの派
遣調整だけではなく、被災者への
ケアや感染対策、情報発信時の誤
情報に気を配ったり、二次災害を防ぐように現地に赴いたりと、
想像以上にさまざまな方面に働きかけていると感じた。

AFTER

南越前町社会福祉協議会　災害ボランティアセンター
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令
和
4
年
11
月
30
日
㈬
、
武
生
商
工
会

館
に
お
い
て
本
会
主
催
の
「
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
者
研
修
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

本
県
で
は
令
和
4
年
8
月
に
17
年
ぶ
り

と
な
る
大
雨
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
い

つ
ど
こ
で
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
災
害

へ
の
危
機
感
と
コ
ロ
ナ
禍
の
災
害
支
援
活

動
と
い
う
課
題
へ
の
関
心
の
高
ま
り
も
あ

り
、
県
内
の
市
町
社
協
や
行
政
の
担
当
者

の
ほ
か
、
各
市
町
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
の
構
成
団
体
の
方
な

ど
、
約
50
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

研
修
の
前
半
で
は
、
今
回
の
大
雨
災
害

時
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運

営
と
課
題
に
つ
い
て
、
南
越
前
町
社
協
、

勝
山
市
社
協
、
県
県
民
活
躍
課
の
担
当
者

か
ら
報
告
が
あ
っ
た
後
、
南
越
前
町
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
ス
ー

パ
ー
バ
イ

ザ
ー
と
し
て

携
わ
っ
た
鳥

取
県
の
日
野

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
代
表 

山
下 

弘
彦 

氏
か
ら
講
義

を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

後
半
の
演
習
で
は
、「
被
災
者
に
寄
り

添
う
支
援
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い

て
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
行
い
ま
し
た
。

演
習
で
は
、
参
加
者
自
身
が
被
災
し
た

場
合
を
想
定
し
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し

の
数
だ
け
被
災
に
よ
る
影
響
や
必
要
な
支

援
も
異
な
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し

ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
支
援
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
関
の
協
働
が
必
要
で
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
支
援
も
そ

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
被
災
者
間
で
情
報
の
格
差
が
あ

る
こ
と
や
生
活
再
建
に
向
け
た
心
理
的
な

サ
ポ
ー
ト
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
気
づ
き

を
得
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
は
、「
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
被
災
者
支
援
」
が
普
段
の
地
域
福
祉

や
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

を
再
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
12
月
19
日
㈪
、
武
生
商
工
会

館
に
お
い
て
、
本
会
と
県
市
町
社
協
会
長

会
と
の
共
催
に
よ
る
「
令
和
４
年
度
市
町

社
協
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、

県
内
社
協
の
役
職
員
約
45
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

近
年
、
自
然
災
害
は
頻
発
し
、
大
規
模

化
・
広
域
化
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
本
県

で
も
、
令
和
3
年
１
月
の
大
雪
や
令
和
4

年
8
月
の
大
雨
で
災
害
救
助
法
が
適
用
さ

れ
る
な
ど
、
甚
大
な
災
害
が
い
つ
ど
こ
で
起

き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

災
害
時
、
社
協
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
な
ど
住
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
通
常
事

業
を
継
続
し
な
が
ら
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
等
、
被
災
者
支
援
に

お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
元
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
で
災

害
支
援
で
多
く
の
知
見
を
も
つ
、
オ
フ
ィ

ス
園
崎
代
表
の
園
崎 

秀
治 

氏
を
お
招
き

し
、「
社
協
の
災
害
時
対
応
と
危
機
管
理
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

園
崎
氏
は
、
災
害
支
援
に
長
く
携
わ
っ

て
こ
ら
れ
た
経
験
か
ら
、
社
協
と
い
う
法

人
全
体
と
し
て
の
災
害
時
対
応
を
考
え
る

こ
と
が
重
要
と
話
さ
れ
ま
し
た
。折
し
も
、

令
和
3
年
度
か
ら
介
護
・
障
害
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
に
は
、
災
害
時
の
事
業
継
続
計

画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、 

一
事
業
所
と
し
て
の

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
留
ま
ら
ず
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
や
そ
の
後
の
災

害
福
祉
支
援
の
業
務
も
想
定
し
て
お
く
必

要
性
も
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
災
害
時
に
社
協
に
か
か

る
負
担
を
分
散
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

「
受
援
力
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
挙
げ
て
、

被
災
者
の
生
活
再
建
と
い
う
本
来
の
使
命

に
注
力
で
き
る
体
制
を
組
織
内
で
も
構
築

し
て
お
く
意
義
を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
広
が
っ
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
が
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
運
営
に
お
い
て
も
効
率
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
実
例
も
紹
介
さ
れ
た
こ
と

で
、
参
加
者
か
ら
も
導
入
に
前
向
き
な
声

が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
が
、
県
内
社
協

の
相
互
の
連
携
を
理
事
等
の
役
員
の
方
々

に
も
認
識
し
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

各担当者からの報告の様子

演習の総括をする山下氏

園崎氏による講演の様子
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こちら経営相談室です！
　令和４年度の決算時期が近づいてきました。そこで決算を計画的に行うため、決算書作成から現況報告書・
計算書類等の公表までのスケジュール表を掲載しました。令和５年度は役員（理事・監事）の改選時期にあ
たりますので、計画的に進めてください。

決算スケジュール表 (会計監査人非設置法人）
日程は概ね下の①～⑦の順で決定し、監事の合意を得ておく社会福祉法人　○○○○○

災害に強い福祉施設づくりのための経営者セミナー＆
福祉施設防災マネジャー養成研修　開催！

本会では、令和4年10月から11月にかけて、「災害に強い福祉施設づくりのため
の経営者セミナー」および「福祉施設防災マネジャー養成研修」を開催しました。
これらの研修は、〝災害に強い福祉施設づくり〞に向け、福祉施設経営者に防災・
減災に向けた取組みの強化を進めていただくとともに、発災時に利用者支援の調整
等を担う基幹的職員の養成とスキルアップを図ることを目的に実施するもので、東
日本大震災を契機として開催を開始し今年度で10回目となります。
研修では、NPO災害福祉広域支援ネットワーク・サンダーバード理事の野田 毅

氏をお招きし、福祉施設における災害対策や要配慮者支援のあり方、BCPの策定、
福祉避難所の運営等について講義と演習で指
導をいただきました。
講義では、抜き打ちでの避難訓練等の平時

における取組みの強化や施設・利用者だけで
なく地域住民を守ることの意義が語られまし
た。演習では地域住民が施設に避難された際
の支援内容やＢＣＰの策定についてグループ討
議等を行いました。参加者からは、研修を受
けて現在の備えや取組みの見直しを図りたいと
の意見や他の職員にも研修等で周知を図りた
いとの意見がありました。

講義される野田毅氏

演習（グループ討議）の様子

「明るい性格で、年配者に対する尊敬や思いやりに溢れる」タイ人介護技
能実習生の受入施設を募集いたします。受入れについての相談等は下記まで
ご連絡ください。

県社協の取り組みの特色（メリット）

❶介護現場に精通した職員が体制づくりからアドバイスを行い、外国人介護職員受入れの不安を解消
❷施設配属前には、県介護福祉士会と連携して介護講習を実施し、施設の実習にスムーズに移行
❸タイ語の専任通訳職員が実習生とのコミュニケーションをフォロー
❹実習開始後も日本語上達に向け、独自の日本語研修を毎月開催

タ イ 人 技 能 実 習 生
受 入 施 設 募 集 2023年秋入国

（予定）

【問 合 せ 先】介護技能実習支援センター内 「ふくい外国人介護職員支援センター」
TEL 0776-24-0086　　FAX 0776-24-8941  　E-mail： kaigo@f-shakyo.or.jp

【監 理 団 体】 社会福祉法人 福井県社会福祉協議会（ふくい外国人介護職員支援センター）
【募 集 施 設】 県内の介護施設・事業所　　10施設・事業所程度　
【技能実習生】 タイ人介護技能実習生　　　2０人程度　（主に女性・18歳～２０代前半）
【受 入 要 件】 （１）基本的な受入期間は３年間
 （２）日本人と同等以上の月給のほか、監理費が必要
 （３）住居（寮）の確保等　※詳細についてはお問い合わせください

実習生による食事介助の様子

◀実習生による
　移乗介助の様子

現在、昨年4月・9月に来日した14名のタイ人技能実習生が県内の介護施設で奮闘しています。
利用者からも親しまれており、その熱心に取り組む姿勢が介護現場に新しい風を吹かせています。

コミュニケーション能力の
向上を重視しています！
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「明るい性格で、年配者に対する尊敬や思いやりに溢れる」タイ人介護技
能実習生の受入施設を募集いたします。受入れについての相談等は下記まで
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❶介護現場に精通した職員が体制づくりからアドバイスを行い、外国人介護職員受入れの不安を解消
❷施設配属前には、県介護福祉士会と連携して介護講習を実施し、施設の実習にスムーズに移行
❸タイ語の専任通訳職員が実習生とのコミュニケーションをフォロー
❹実習開始後も日本語上達に向け、独自の日本語研修を毎月開催
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受 入 施 設 募 集 2023年秋入国
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【問 合 せ 先】介護技能実習支援センター内 「ふくい外国人介護職員支援センター」
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【監 理 団 体】 社会福祉法人 福井県社会福祉協議会（ふくい外国人介護職員支援センター）
【募 集 施 設】 県内の介護施設・事業所　　10施設・事業所程度　
【技能実習生】 タイ人介護技能実習生　　　2０人程度　（主に女性・18歳～２０代前半）
【受 入 要 件】 （１）基本的な受入期間は３年間
 （２）日本人と同等以上の月給のほか、監理費が必要
 （３）住居（寮）の確保等　※詳細についてはお問い合わせください

実習生による食事介助の様子

◀実習生による
　移乗介助の様子

現在、昨年4月・9月に来日した14名のタイ人技能実習生が県内の介護施設で奮闘しています。
利用者からも親しまれており、その熱心に取り組む姿勢が介護現場に新しい風を吹かせています。

コミュニケーション能力の
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内　　　容 スケジュール

日程及び手続 備　考 参考
日程

当年
予定

下表中、条文は改正社会福祉法、施行規則については「規則」と、
「一般社団及び一般財団に関する法律」は「一般法」と略記している。

理事会
⑴補正予算の承認
⑵事業計画・予算の承認

３月中
⑴予算と決算に大きな乖離がある場合、補正予算を行い理事会（評議
員会）で承認を得る。

⑵理事長は事業計画・予算の編成を行い理事会（評議員会）決議の承
認を得る。

３月31日決算期末日 社会福祉充実残額
◦計画仮案作成 監事の監査対象　　45条の28①

作　成
⑴計算書類・事業報告
⑵⑴の各付属明細書
⑶財産目録
⑷役員候補者推薦書

45条の27②

45条の34①１
4/1
以降

計算関係書類・財産目録
計算関係書類とは計算書類とその
附属明細書
規則2条の25②１

事業報告とその附属明細書

監事への提供
⑴計算書類
⑵事業報告
⑶財産目録
（いずれも実質は草案）

45条の28①

規則2条の40②
⑦
5/12

計算書類及び
財産目録受領
日から4週間
を経過した日
＝A
規則2条の
28①１

事業報告受領
日から４週間
を経過した日
＝D

規則2条の
37①１

監事への提供
⑴付属明細書
注計算書類等を監事に提出してか
ら監事監査の日程が4週間（付
属明細書は1週間）必要
⑵充実計画について専門家に検討依頼

45条の28①

社会福祉充実残額
再計算・同計画案検討
→専門家への提供

5/25

C＝特定監事
と特定理事が
合意した日

規則2条の
28①3

附属明細書受
領日から1週
間を経過した
日＝B
規則2条の
28①1

F＝特定監事
と特定理事が
合意した日

規則2条の
37①3

附属明細書受
領日から1週
間を経過した
日=E
規則2条の
37①2

監事監査報告
　規則2条の27
　規則2条の36

特定監事から
特定理事に

⑥
6/1

ABCのいずれか遅い日までに
監査報告書　規則2条の28①

DEFいずれか遅い日までに
監査報告書　規則2条の37①

法令は、計算関係書類等の監査と事業報告書等の監査を各別に規定して
いるが、実務の監事監査報告は一体として行われている。
充実計画に関する専門家からの確認書の入手日付は監事監査報告日以降

理事会招集通知発送
計算書類・事業報告・
監査報告の添付は法定
されていない

⑤
6/2

招集通知発送は理事会の日の1週間前までに（中7日）
　45条の14⑨で準用される一般法94条①
理事・監事全員の同意により招集手続きの省略可能
　45条の14⑨準用される一般法94条②
監事監査報告日付以前に招集通知を発送することも付加ではない

理事会承認
⑴計算書類
⑵事業報告
⑶⑴⑵の附属明細書
⑷財産目録
⑹評議員会の日時･場所・議題・議
案等の決定
⑺役員（理事・監事）推薦候補者の選任

45条の28③

規則2条の40②
④
6/10

理事会承認と備置との間の期間についての定めはないが備置閲
覧は、理事会承認後となる

備置・閲覧

⑴財産目録
⑵計算書類
⑶⑵の附属明細書
⑷事業報告書
⑸監査報告

③
6/10

備置は評議員会の日の2週間前の日から（中14日）
45条の32①②　経理規程

定時評議員会
招集通知発送

・計算書類・財産目録・
事業報告・役員候補者
推薦書・監査報告の提
供必要

　45条の29
　規則2条の38

②
6/17

招集通知発送は評議員会の日の1週間前までに（中7日）
45条の9⑩準用される一般法182条①
評議員全員の同意があれば招集手続の省略可能
45条の9⑩準用される一般法183条

定時評議員会
⑴計算書類の承認
⑵財産目録の承認
⑶社会福祉充実計画の承認
⑷役員（理事・監事）の選任
報告事項…事業報告

45条の30②
規則2条の40① ①

6/25
定時評議員会での理事選任後、理事会を開催し、理事長（業務執行
理事）の選定を行う。　45条の13③

資産総額変更及び理事長の変更又
は重任登記 法務局 6月

末日
まで

組合等登記令

所轄庁へ届出・公表 所轄庁 会計年度終了後3ヶ月以内　59条
財産目録等の備置・閲覧 会計年度終了後3ヶ月以内　45条の34第１項の１
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令和４年度「第2回ふくい福祉就職フェア」のご案内研修受講サポートシステムで
職員の受講実績をご確認いただけます。

福井県福祉人材センター・嶺南福祉人材バンク
無料職業紹介所 活動紹介

令和5年度就職内定者応援セミナー開催日決定！

福井県福祉人材センターおよび嶺南福祉人材バンク無料職業紹介所では、福祉のお仕事をしたい方と福祉施
設との橋渡しのほか、より多くの県民に福祉のお仕事を知っていただくため様々な取組みを行っています。そ
こで、今年度の主な活動内容についてご紹介します。

11月17日㈪、令和4年4月に福祉分野の事業所に就職した22名が参加し、就職内定者応援セ ミ
ナー同窓会を開催しました。コロナ禍の中でZooｍでの開催となりましたが、グループワーク で
は、一人一人が半年業務に従事する中で取り組んできた事や抱えている悩み等を語り合いました。
研修後の受講者からは、「職場は異なっていてもみな同じような経験や思いをしているとわかり、安心や共感
ができた」、「やりがいに感じたことを大切にこれからも仕事を続けていきたい」、「来年度からは後輩もできる
ので頼られる存在になりたい」という声が寄せられ、同じように頑張っている仲間に励まされたり、これから
の目標を確認したり、充実した時間となりました。

県内の福祉施設事業所に令和5年4月から採用が内定している方を対象に
した研修です。
詳細が決定次第、本会ホームページに掲載するほか、「研修受講サポート
システム」より開催要領を送信いたします。
各法人の皆様、一人でも多くのご参加をお待ちしています。

福井県福祉人材センター、嶺南福祉人材バンク無料職業紹介所では、福祉施設等の求人担当
者と直接面談し、施設の魅力や採用の情報等がきける「ふくい福祉就職フェア」を開催します。
福祉のお仕事に就きたいと考えている方、福祉のお仕事に興味はあるけど、まずは福祉の仕
事の内容などを知りたい方など、福祉の仕事に興味のある方ならどなたでも、参加自由（無料）
です。皆様のご来場をお待ちしております。

研修受講サポートシステムでは研修申込を管理するだけでなく、職員の受講履歴の
データも蓄積されており、確認することができます。次年度の研修受講計画時などに
ご活用ください。

確認方法

❶研修受講サポートシステムを開きログインする。

❷利用者メニューの 研修実績データ出力 を選択する

❸検索したい項目を選択する。
　　１．研修年度…令和４年度のみ設定可能。
　　２．研修番号…特定の研修の受講者を調べたいときに使用します。
　　　　　　　　　3桁の研修番号を入力して調べます。
　　３．氏名のカナ…特定の職員の受講履歴を調べたいときに使用します。
　　４．生年月日…氏名変更など氏名が特定できない場合使用します。

　検索結果は、CSVデータで出力されるので、Excelデータ等に変換して
いただければいろいろご活用いただけます。

県民（介護未経験者）を対象とした、介護に関する基本的な知識や技術を学ぶための研
修を7月に県内6会場（福井・坂井・丹南・奥越・二州・若狭）で実施しました。（78名参加）
また、県内の中学・高校教員を対象とした研修動画の配信（YouTube限定公開）を8月

に実施しました。（14名参加）

介護施設における補助的なお仕事（食事の配膳下膳・掃除・洗濯等）を推進することで、
介護職員の負担軽減を目指す「ちょこっと就労」の就職面談会を7月、11月にそれぞれ県
内6会場（福井・坂井・丹南・奥越・二州・若狭）で実施しました。
（延べ67施設、117名参加）

現役の介護職員等が小中学校を訪問し、子どもたちに介護の仕事の魅力を発信する「ア
ンバサダー」としての活動を支援するための講習会を12月16日にZoomにて実施し、児童・
生徒との接し方や効果的なプレゼン方法などを学びました。（39名参加）

期日・会場

日　時　令和５年３月４日（土）
　　　　〔第１部〕 10:30～1２:00
  ●保育・児童・障がい者分野
　　　　〔第２部〕 13:45～15:15　
  ●高齢者分野
会　場　福井県社会福祉センター　体育館他
　　　　　　　　　　　（福井市光陽2-3-22）

日　時　令和５年３月４日（土）
　　　　〔第１部〕 12:00～14:00
  ●保育、障がい者、高齢者分野
　　　　〔第２部〕 15:00～17:00
  ●保育、障がい者、高齢者分野
会　場　きらめきみなと館　小ホール
　　　　　　　　　　　　　（敦賀市桜町1-1）

※嶺北、嶺南会場ではオンライン職場見学会（オンラインで高齢者施設、障がい者施設見学）を開催します。詳細は、お問い合わせください。

就職内定者応援セミナー同窓会　開催
半年間の自分の成長や将来の目標を確認！

令和5年3月13日㈪
13時～16時

＜嶺北会場＞　福井県福祉人材センター　　　　　　　TEL 0776-28-3180
＜嶺南会場＞　嶺南福祉人材バンク無料職業紹介所　　TEL 0770-52-7833

福井県内で社会福祉施設（事業所）を運営している法人等　
●嶺北会場90事業所（予定）　　　●嶺南会場12事業所（予定）
※2月中旬に本会ホームページにて参加事業所を掲載します。

参加予定事業所

そ　の　他
•新型コロナウイルス感染拡大防止のため、次の事項に留意して開催します。
　〔３密（密閉･密集･密接）防止、マスク着用、手指消毒、検温、換気〕
•今後、新型コロナウイルス感染拡大の状況により、本フェアを延期・中止する場合もあります。

問 合 せ 先

××研修、これまで
誰が受講していたっけ

○○さん、どんな
研修受けたっけ

﹇
嶺
北
会
場
﹈

﹇
嶺
南
会
場
﹈

【介護に関する入門的研修】

【「ちょこっと就労」就職面談会】

【「介護の魅力発信　アンバサダー講習会」～未来にIPPO（一歩）応援団～】
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令和４年度「第2回ふくい福祉就職フェア」のご案内研修受講サポートシステムで
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第11回ふくいチャリティー・アート展

　本県にゆかりのある名士・作家の方から寄贈された芸術品等を展示し、入札にて頒布する「第11回ふくいチャリ

ティー・アート展」を12月3日（土）～5日（月）に福井市にぎわい交流施設『ハピリンホール』にて、開催しました。

　絵画・書・陶芸などの芸術品に加え、バドミントン女子シングルス世界ランキング1位の山口茜選手やメジャーリーガー

となる吉田正尚選手など、プロスポーツ選手か

ら寄贈されたサイン入りグッズなど約100点を

展示・頒布させていただきました。

　作品頒布による収益は、子どもの健全育成

や自立支援を目的とする「子ども未来支援事

業」の財源として活用させていただきます。

　作品をご協賛いただきました皆様、ご来場・

ご購入いただきました皆様にお礼を申し上げ

ます。

♥12月23日（金）
寄贈者 アフラック

　福井県アソシエイツ会 様
寄付金10万円

寄贈先 福井県社会福祉協議会

心温まる寄付・寄贈に
心から感謝申し上げます。
 皆様の善意は有効に
活用させていただきます。

ますます魅力ある職場づくりに
充実した福利厚生サービスをご活用ください！

福祉・介護職員の福利厚生は

ソウェルクラブソウェルクラブにおまかせ!

問合せ先
申 込 先

ソウェルクラブ 福井事務局（総務企画課）
TEL.0776-24-2339　FAX.0776-24-8941　E-mail: somu@f-shakyo.or.jp

社会福祉法人 福利厚生センター（ソウェルクラブ）
東京都千代田区神田小川町1-3-1　NBF小川町ビルディング10階　TEL.0120-292-711 （フリーダイヤル）

•健診費用助成※30歳以上の第一種会員対象
　2,800円～4,000円
　（一般健診＋乳がん・子宮がん検診の受診で
　 最大4,800円）
•健康生活用品給付　など

健　康

•結婚・出産祝金
•入学祝（小・中学校）
•弔慰金（会員・配偶者）

お祝金・弔慰金
•各種講習会（無料）
•eラーニング（無料）
•資格取得記念品

スキルアップ
•勤続5～30年および
　35年以上勤続の
　退職者に進呈　

永年勤続記念

•会員交流事業（県内施設等の割引券や
　コンサートチケット斡旋）
•クラブ・サークル活動助成など
•提携宿泊施設の優待　など

リフレッシュ
会員数

27万6千人
（福井県内3,000人）
※2022年10月現在

その他
にも

サービ
ス

いろい
ろ！

第34回全国健康福祉祭神奈川・横浜・川崎・相模原大会
ねんりんピックかながわ2022

全国健康福祉祭（愛称：ねんりんピック）は、スポーツや文化種目の交流大会をはじめ、健康や福祉に関する多
彩なイベントを通じ、主に60歳以上の高齢者を中心とする国民の健康保持・増進、社会参加、生きがいの高揚等
を図り、ふれあいと活力ある長寿社会の形成に寄与するため、昭和63年（1988）年から毎年開催されています。
令和４年（2022）年の第34回全国健康福祉祭は、令和４年11月12日㈯～15日㈫に、「神奈川に　咲かせ長寿の

　いい笑顔 ～未病改善でスマイル100歳～」をテーマとして、神奈川県下26市町を会場に、過去最多の32種目で開
催されました。
福井県からは、20種目154名、美術展出品者8名が参加し、3年ぶりの開催となったねんりんピックで活躍されま

した。

健康マージャン（団体戦）
水泳・65～69歳男子背泳ぎ25m
ペタンク
サッカー
マラソン60～69歳男子10km
マラソン60～69歳男子3km
卓球
ソフトテニス
ゴルフ・65～69歳（個人戦）
ウォークラリー
将棋（団体戦）
なぎなた・演技競技
なぎなた・交歓試合（個人戦）
健康マージャン（個人戦）
美術展（日本画）

福井県
小林博一さん
天空の城越前大野
福井フェニックス
小島裕幸さん
斉藤範和さん
福井県
水仙フクイ
林　恭平さん
坂井市レク協スーパーウォーカーズ
福井県
福井県
宇野佳代子さん
宮川雅敏さん
青山裕美子さん

優　勝
2　位
3　位
3　位
3　位
3　位
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞

相模原市長賞

種　　目 チーム名・個人名 成　績
福井県選手団入賞者

信　頼
福利厚生制度を導入していること
で、職員の処遇に配慮した健全で安
定した、信頼のおける事業所である
との評価を受ける効果も期待され
ます。

出会い
福利厚生は職務内容・労働条件に並
び、求職時に重要なポイントと言わ
れています。良質な福利厚生のア
ピールでより多くの人材との出会い
の可能性が広がります。

つながり
充実した福利厚生で、ワークライフ
バランスの実現ができ、満足度があ
がると仕事への意欲・職場への愛着
も湧き、人材定着にもつながります。

［ ソウェルクラブ福井事務局のご紹介 ］

［ 気になる管理や費用は…… ］

　福井事務局からは、県内や近県など、身近な地域で楽しめる企画をご案内しています！
主に県内で開催されるコンサートや観劇の他に、会員同士、ご家族同士でご利用いただ
ける施設利用券など割引価格でお届けしています。

•越前松島水族館　入館券　
•スキージャム勝山　JAMパック券　
•県内指定飲食店ランチ・テイクアウト利用券
•コロナワールド、アレックスシネマ映画鑑賞券　
•越のゆグループ　お風呂・整体チケット　

2022年度実施の会員交流事業
•高嶋ちさ子と12人のヴァイオリニストコンサート
•葉加瀬太郎コンサート
•劇団四季「ロボット・イン・ザ・ガーデン」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

　第1種会員で費用は年間1万円。1か月あたりにすると約830円です。掛金は福利厚生費なので非課税。節税
にもつながります。
　また、各種申請はホームページから簡単に行えるものも多く、利用状況・申請状況などの管理も、事業所ペー
ジでいつでも確認できます。ご不明な点は福井事務局もサポートいたしますのでご安心ください！

【加入要件】
●契約対象者　社会福祉事業または介護保険事業を経営するもの
●加入対象者　社会福祉事業等を経営する法人内の役職員全員（非常勤職員含む）
●掛　　　金　一人当たり毎年度１万円
　　　　　　　　　※非常勤職員は１万円もしくは５千円（利用できるサービスが限定）の選択制

資料請求、お問い合わせは下記までどうぞ。訪問やオンライン、電話によるご説明もいたします。

ソウェルクラブHP
https://www.sowel.or.jp
 ソウェルクラブ　検索
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27万6千人
（福井県内3,000人）
※2022年10月現在

その他
にも

サービ
ス

いろい
ろ！

第34回全国健康福祉祭神奈川・横浜・川崎・相模原大会
ねんりんピックかながわ2022

全国健康福祉祭（愛称：ねんりんピック）は、スポーツや文化種目の交流大会をはじめ、健康や福祉に関する多
彩なイベントを通じ、主に60歳以上の高齢者を中心とする国民の健康保持・増進、社会参加、生きがいの高揚等
を図り、ふれあいと活力ある長寿社会の形成に寄与するため、昭和63年（1988）年から毎年開催されています。
令和４年（2022）年の第34回全国健康福祉祭は、令和４年11月12日㈯～15日㈫に、「神奈川に　咲かせ長寿の

　いい笑顔 ～未病改善でスマイル100歳～」をテーマとして、神奈川県下26市町を会場に、過去最多の32種目で開
催されました。
福井県からは、20種目154名、美術展出品者8名が参加し、3年ぶりの開催となったねんりんピックで活躍されま

した。

健康マージャン（団体戦）
水泳・65～69歳男子背泳ぎ25m
ペタンク
サッカー
マラソン60～69歳男子10km
マラソン60～69歳男子3km
卓球
ソフトテニス
ゴルフ・65～69歳（個人戦）
ウォークラリー
将棋（団体戦）
なぎなた・演技競技
なぎなた・交歓試合（個人戦）
健康マージャン（個人戦）
美術展（日本画）

福井県
小林博一さん
天空の城越前大野
福井フェニックス
小島裕幸さん
斉藤範和さん
福井県
水仙フクイ
林　恭平さん
坂井市レク協スーパーウォーカーズ
福井県
福井県
宇野佳代子さん
宮川雅敏さん
青山裕美子さん

優　勝
2　位
3　位
3　位
3　位
3　位
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞

相模原市長賞

種　　目 チーム名・個人名 成　績
福井県選手団入賞者

信　頼
福利厚生制度を導入していること
で、職員の処遇に配慮した健全で安
定した、信頼のおける事業所である
との評価を受ける効果も期待され
ます。

出会い
福利厚生は職務内容・労働条件に並
び、求職時に重要なポイントと言わ
れています。良質な福利厚生のア
ピールでより多くの人材との出会い
の可能性が広がります。

つながり
充実した福利厚生で、ワークライフ
バランスの実現ができ、満足度があ
がると仕事への意欲・職場への愛着
も湧き、人材定着にもつながります。

［ ソウェルクラブ福井事務局のご紹介 ］

［ 気になる管理や費用は…… ］

　福井事務局からは、県内や近県など、身近な地域で楽しめる企画をご案内しています！
主に県内で開催されるコンサートや観劇の他に、会員同士、ご家族同士でご利用いただ
ける施設利用券など割引価格でお届けしています。

•越前松島水族館　入館券　
•スキージャム勝山　JAMパック券　
•県内指定飲食店ランチ・テイクアウト利用券
•コロナワールド、アレックスシネマ映画鑑賞券　
•越のゆグループ　お風呂・整体チケット　

2022年度実施の会員交流事業
•高嶋ちさ子と12人のヴァイオリニストコンサート
•葉加瀬太郎コンサート
•劇団四季「ロボット・イン・ザ・ガーデン」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

　第1種会員で費用は年間1万円。1か月あたりにすると約830円です。掛金は福利厚生費なので非課税。節税
にもつながります。
　また、各種申請はホームページから簡単に行えるものも多く、利用状況・申請状況などの管理も、事業所ペー
ジでいつでも確認できます。ご不明な点は福井事務局もサポートいたしますのでご安心ください！

【加入要件】
●契約対象者　社会福祉事業または介護保険事業を経営するもの
●加入対象者　社会福祉事業等を経営する法人内の役職員全員（非常勤職員含む）
●掛　　　金　一人当たり毎年度１万円
　　　　　　　　　※非常勤職員は１万円もしくは５千円（利用できるサービスが限定）の選択制

資料請求、お問い合わせは下記までどうぞ。訪問やオンライン、電話によるご説明もいたします。

ソウェルクラブHP
https://www.sowel.or.jp
 ソウェルクラブ　検索
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会 長   小　藤　幸　男新年のご挨拶
明けましておめでとうございます。
本会事業ならびに本県の地域福祉の推進に、多大なご理解とご支援を賜り厚くお礼申し上げます。
昨年、「ふくい外国人介護職員支援センター」の開所３年目にして、ようやくタイ人技能実習生合計14名の入国
を果たすことができました。未だ新型コロナウイルスの影響が続く中、受入れ先の各介護施設では感染予防に細
心の注意を払いながら技能実習生の指導にあたっていただいていることに、心から感謝いたします。
また、昨年は、勝山市や南越前町で豪雨の被害がありました。大規模な自然災害が頻発する中、ご高齢の方

や障がいのある方はもとより、すべての方の暮らしを支える防災や減災の対策は地域の重要な課題になっています。
こうした課題に対し、支え合いの仕組みづくりを通じて地域の福祉力をいかに高めていくかが重要になります。
一方で、感染拡大防止と社会経済活動との両立を目指している状況の中、生活苦を抱える方も多くいらっしゃい
ます。
本会といたしましても、皆様と連携しながらさまざまな生活課題に直面する人びとへの支援を途切れることなく続
け、中期活動計画「第５次ふくい地域福祉プラン21」に基づき、「誰もが　身近な地域で　その人らしく安心し
て暮らせる　福祉社会の実現」に向けて取り組んで参りますので、一層のご支援・ご協力を賜りますようお願い申
し上げます。

9P ◆ソウェルクラブ
10P ◆しせつの損害補償


